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	パスコは、飯舘村復興対策課（以下、「飯舘村」という。）と、平成30年度ふくしま森林再生事業年度別事業実施計画作成業務委託（以下、「本業務」という。）に関する第4回打合せを実施した。

【議題】
1) 年度別計画関係
2) 今後のスケジュール確認

【打合せ内容】
1) 年度別計画関係
· 外周及び植生界の測量は12月10日週に完了し、データ変換作業を依頼中である。
· データ変換の完了を待たなくても、アナログ手法で暫定的な面積が分かるのであれば、標準地調査・空間放射線量測定を進めること。
· 10m×10mの標準地調査は1週間程度の工期を予定している。雪が降ったとしても空間線量を計測し、備考欄に（例）「積雪あり」等と記載すること。
· 森林簿と植生界が異なる場合、小班番号を割り振るルールは無いので、東側から順番に振るもしくは樹種毎に振る等のように管理しやすいように割り振ればよい。その際、除地にも番号を割り振ること。
· 今後の業務設計に必要なデータの種類は、県より年内中に連絡する。
· 森林整備内容が保育間伐であれば調査項目が少ないので1月中に数量を確定し、年度内に施業業務を発注できるように進めること。
· 14林班の村有林以外の箇所は、現地踏査をもとに測量すべき箇所を判断する。測量範囲が少なくなるようであれば13林班、更にはそれ以外の林班を追加していく必要がある。
· 広葉樹でもパルプ材として搬出できるのであれば整備対象にしてよい。ただし、樹皮の線量調査を行う必要がある。地形上、整備が困難であれば対象外でも問題ない。
· 森林組合は全体工期を考慮して作業体制を早急に検討すること。組合長へ現状を説明し近隣の森林組合や県森連等に相談すること。次回打ち合わせ時に検討結果を報告する。今後の業務発注もあるので、森林組合として適正な業務量を内部で検討する必要がある。
· 飯舘村は13林班の次の地区を検討する必要がある。
· 飯舘村は13林班を対象にした住民説明会を年明けに開催できるように準備を進める。
· 放射線のサンプルは3箇所/haとする必要がある。そのため、1ha未満でも植生界毎に3箇所とる必要がある。例えば、1.7haの場合は6箇所とる必要がある。除地は対象外である。
· [bookmark: _GoBack]進捗報告は実施項目ごとに総量に対し、定量的に進捗状況がわかるように示すこと。

2) 今後のスケジュール確認
· 次回会議は1月31日（木）14：00～とする。
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